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新
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遼
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せ
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十
分
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思
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ま
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た
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司
、
し
う
を
U
一
方
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築
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。
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生
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。
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光
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司
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滋
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陪
を
使
用
し
て
い
る

月

を

す

る

こ

と

に

き

ま

っ

た

誌

な

さ

い

一

と

で

あ

ろ

う

。

一

規

夜

間

慣

の

非

能

率

、

は

今

更

い
て
長
い
間
の
伝
統
が
簡
単
に
よ
く
照
二
一
、
国
が
新
燃
で
行
事
を
行
っ
て
い
る
一
舎
立
て
る
ま
で
も
な
い

切

ら

れ

た

も

の

だ

と

感

心

致

し

ま

し

た

と

2
2一
一
党
ぼ
に
一

月

仙コ
E
M
M
e
-
-
-
ロ一一
-
2
2
C
戸町二日付

-
z
y
t
E
E
7
z
g
A
E
-
2す

2
5
4
5』“戸

zaz'zEヲ
v
F
W
I
S
E
-
-
d
p
g
A
A
三ロヲ
P
Y
4
h
r寸
s
J
I
M
d
d
d
a
A
=
E
F
-
-
2
2
-ヲ
“

2
4
1
2
2
E
W
3
P
E
S
E
-
t
z
c
a
m
-
一一一川

州
近
年
お
正
月
を
新
時
で
行
う
町
村
が
目
立
っ
て
ふ
え
て
き
ま
し
た
o
お
と
な
り
の
常
澄
村
、
那
珂
湊
市
川
叩

で
は
す
で
に
こ
と
し
か
ら
新
正
月
と
い
う
こ
と
で
芳
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
そ
う
で

1
0
と
こ
ろ
で
当
町
州

酬
で
は
昨
年
十
一
一
月
十
二
日
に
各
界
の
代
表
者
則
的
談
会
色
ひ
ら
い
て
相
践
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
一
年
合
畑

山
準
備
の
年
と
し
、
昭
和
三
十
王
年
か
ら
新
府
を
採
用
す
る
予
定
と
い
う
こ
と
に
き
ま
り
ま
し
た
o
z

仙
そ
こ
で
各
万
聞
の
か
た
ん
¥
に
ア
ツ
ケ
!
ト
を
し
て
ぬ
ま
し
た
(
敬
称
略
日
到
清
順
)
酬
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ト
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月
一
い
よ
り
片
山
の
合
恕
花
含
閃

り
た
い
と
の
怨
念
か
ぶ
分
に
持
っ
て
い

川
絞
る
の
で
は
な
い
か
と
叫
わ
れ
る
刻
、
た

時
間
治
利
が
一

Y
こ
れ
た
位
制
的
に
間
施
し
て
や
ろ
う

し
ふ
ら
新
貯
の
定
月
を
迎
え
る
止
と
い
う
人
法
は
少
た
い
よ
う
で
あ
る
O
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亡
、
次
り
大
洗
町
の
訴
か
な
じ
一
な
に
ご
と
に
よ
ら
ず
引
く
か
ら
の
し
き

川
中
押
す
る
も
の
が
あ
り
十
し
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一
た
り
か
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し
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吹
れ
す
る
之
と
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仕
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起
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主
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添
一

と
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え
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ボ
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あ
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よ
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さ
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懇
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。
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れ
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陪
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湖
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蓄
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す
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一
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町
間
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進
委
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工
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ぶ
た
の
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す
る
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迎
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。
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蓄
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を
や
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岩
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よ
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ど
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台
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光
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叫
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